
平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
提
出

質

問

第

三

一

号

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
・
ロ
シ
ア
大
統
領
が
提
唱
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
北
方
領
土
自
由
貿
易
圏
に
関
す
る
質
問
主
意

書

提

出

者

浅

野

貴

博
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メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
・
ロ
シ
ア
大
統
領
が
提
唱
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
北
方
領
土
自
由
貿
易
圏
に
関
す
る
質
問
主
意

書

昨
年
十
二
月
、
ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
、
テ
レ
ビ
番
組
を
通
じ
、
我
が
国
に
対
し
て
、
北
方
領
土
を
含
め
た

自
由
貿
易
圏
を
作
り
、
同
地
域
に
お
い
て
日
ロ
間
で
経
済
協
力
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
と
承
知
す
る
。
右
を
踏
ま
え
、

質
問
す
る
。

一

前
文
で
触
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
北
方
領
土
自
由
貿
易
圏
構
想
（
以
下
、
「
構
想
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如

何
。

二

政
府
は
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
正
式
な
「
構
想
」
の
提
案
を
受
け
て
い
る
か
。

三

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
「
構
想
」
に
関
連
し
、
本
年
一
月
二
十
七
日
、
ロ
シ
ア
地
域
発
展
省
の
ト
ラ
ブ
ニ
コ
フ
次
官
が
メ

ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
と
会
談
し
、
日
ロ
以
外
の
第
三
国
の
企
業
を
北
方
領
土
に
お
け
る
開
発
事
業
に
誘
致
す
る
可
能
性
を

示
唆
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
政
府
、
特
に
外
務
省
は
右
の
詳
細
を
把
握
し
て
い
る
か
。

四

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
小
池
孝
行
在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
日
本
国
総
領
事
に
対
し
、
本
年
二
月
一
日
に
北
方
領
土
を
事

実
上
管
轄
し
て
い
る
サ
ハ
リ
ン
州
が
開
催
す
る
、
同
地
区
へ
の
投
資
誘
致
を
目
的
と
し
た
会
合
の
招
待
状
が
送
付
さ
れ
て
い

一



る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
詳
細
な
事
実
関
係
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

五

小
池
総
領
事
は
四
の
会
合
を
欠
席
す
る
意
向
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
理
由
は
何
か
説
明
さ
れ
た
い
。

六

昨
年
十
二
月
十
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
六
第
二
二
七
号
）
で
は
、
政
府
と
し
て
、
北
方
領

土
の
「
非
日
化
」
が
進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
あ
る
よ
う
に
、
現
時
点
で
も

す
で
に
多
く
の
第
三
国
企
業
が
北
方
領
土
に
進
出
し
、
各
種
事
業
に
従
事
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
り
、
我
が
国
の
意
向
と

関
係
な
く
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
北
方
領
土
へ
の
実
効
支
配
が
強
化
さ
れ
続
け
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
と

し
て
も
、
ロ
シ
ア
の
管
轄
権
に
完
全
に
服
す
る
形
を
取
る
こ
と
は
当
然
で
き
な
い
が
、
北
方
領
土
に
お
け
る
我
が
国
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
高
め
る
方
策
を
模
索
す
べ
き
で
あ
り
、
「
構
想
」
へ
の
参
加
は
、
そ
の
方
策
の
一
つ
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
の

か
。
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


